
ー

|

-

i

9

t

ー

I

.

1

1

,

＂,
1

:

1

1

,

1

ー

'

.

.

,

1

,

＇

＿

1

:

¥

I

_

,

1

ー

＇

ー

1

,

'

ー

，

ー

廿

ー

リ

ー

1

1

9

,

＇

,

＇

．

,

1

I

I

I

L

ー
1
1
1
1
.
＇
|
＇
．
1
-
1
1
,
．
'
,
．
9
9
,
＇
•
-
1
,
＇
1
’

.
,
‘
.
‘
'
,
1
•
—
,
＇
．
_
,
．
し
•
1
、

i

直
'
,
'
．
,
I
l
_
1
9
．
ー
・
1
-
_I
I
 

i
'

し
|
.
9
1
-
―
-
'
,
'
_
1
•
9
,
9
ー

・
1
ー

‘
,
＇
 

..... 、
,
＇
’
’

•9 

一

・
ー
'
,
1
ー
i

.. 

J

r

|

1

,

＇

・

’

,

1

.

＂

．

I
_
．

,

'

,

1

.

I

'

’

ー

'

,

1

_

．

ー

ー

・
1

1

ー

1

,

1

1

,

．．
 

'
ー

d
J

ー
1
A
1
J
r
1
1

ぃ

I
I
i
,
し
し
1
,
＇
1
.
,
'
—
.
’
日
1
1
い
．
i
,

,
1
’
,
1
'
,
1
-
'
,
＇し―

.
＇

-
9
9
 

•. 

'
、
1
1
,

！

|

,

1

1

ー

9

,

1

.

＇

,

1

、

I

'

1

....• 

1

,

．

＇

（

＇

，

1

,

＼
 

.

9

_

,

1

.

1

ー

．

1

,

＇

1

,

ー

1

1

'

,

1

．
 

—
’
1
.
,
I
I
I
—
,
1
,
'
ー
1
1
.
,
'
‘
.
,
1
,
＇
、
．
＇
！
­

'
|
'
,
 

'— 

＇ 

，

．

 

.

1
,
1
i
'
，
、

9-

._1,9,'\\•11 

＇ 

ー

I

’

ー

・

1

,

1

,

’

,

1

,

＇

．

，

r

-

.

＇

r

,

＇
,
 

＇ 

＇ 

9

,
1
\
•
,
＇
,
1
、

ー
・
・
・
・
1
,
‘
.• 

,

.

＇

,

_

．

 

’
’
ー
・
i
U
I
I
,
1
'

j
 

I

-

'

,

'

,

.

,

＇ 

•1,99-' 
，
 

．
．
 

，
 

,

9

_

 

＇ 

,
1
'）
l
i
'
ー
．． 
1

1

1
.1

・

9

9

,

．
 

,＇ 

••I',

.
i.I 

'

,

．

，

 

'

,

1

9

 

_•-

．．
 
’

_

ー

，

I

I

I

ー

’

’

ー

＇ 

.
I
.
 

．

．
 
ー

.

.

 

,

1

,

 

,

9

 

．．
 

1
,
 

'

，

'

 

，
 

.

.

1

,

9

_

9

 

i-9• 

1
.
'
 

．
 

1

,

 

1

1

 

.• 

'
 

ー

＇ 

！
 

＇ 

t
 

．． 

ー
り

.

,

1

,

＇
l

ー

．
 

,
―
-
.
 

_
 

1

,

1

、

'

．

,

＇

・

1

9

9

`

.. 

,
I
 

..• 

I

、-.-，

ー
・
1
1

▲
 

．
 

•I 

... 

，
 

•• 

一

9_• 

.
'
.
,
-.
'
；
ヽ

9

ー

,
.
I
 

ー＇

••... 

'• 

9

1

 
... 

,

．

,

1

1

1

|

1

,

＇

．

ヽ

I

、,・

•
1
1
,
1
9
,
’
,
＇
9
1
ー
ー

.
,
＇
 

•
9
9

會

•
,
1
,
•
4

-

•9 

.

.
 

．
 

I

-

-l•-l.111i.'.9 

.

• 
,
＇
,
 

,
 
•• 

•• 

,＇ 

．
 

／ーー
I

I

i

'

9
1
1
員．＇

9
9
'
9
1
1
•
I
.
I
I
,
．
’
ー
1
,
1

.

.

.
 

，

9

,

1

'

,

1

 

,
.
,
 

.• 

,．

1

,

1

_

'

ー

'
 ．．
 

、

•
ー
1
,
1
9
.
I
・
ト
、
’
、

• 

,
1
,
'
，
'
,
．
,
＇
 

'
,
1
1
 

I

●●
 

I

l

ー

1

_

．

．

,

1

.

、

1

,

・

`

;
＇
_
1
1
9
.
.
.
1
.
I
、
•
9
9
.
-

,

1

 

＇ 

．．
 

,

.

9

.

.

,

．

1
,
9
 

.. 

＇
、
I
.
,

．
．
．
 

ー

'

,

 

．
 

,

_

1

 

,

1

.

1

,

，

1

-

'

,

．

'

_

'

，

'

-

'

,

．

,

 

一

’
,
I
I
 

., 

＇ー

l.

,
．
,
 

＇ 

＇ 

`
,
'
’
「
9
•
1
|

．．
 _•'.,',̀  

.

.
 9
 .. 

'
、
’
,
I
I
'
，
＇
．
-
9
•
9

••• 

ー

ヽ
•
I
,
`

.• 
_
 

•• 

I
 

,
 

•• 

1

,

．
 

9

,

.

 

•1, 

ー

'

,

．

,

＇

,

_

 

＇ 

.. 

,

1

.

,

1

!

,

 

•. 

、

I

,
'
，
 

．
 

,

'

-

'

,

＇ 

1

,

＇ 

.

.

 

,
 

．． 

,

1

,

9

i

,

｀

ー

・

'

_

.

＇

|

．．
 

_

|

 

,h,i 

9

,

1

1

,

1

 

9
.
9
,
 

,
'
,
＇
 

•• 

1•, 

•• 

,

1

,．' 

,
．
．
．
,
9
9
1
1
 

,
1
ー
'
.
1
ー
1
ー
ー
．
I

.， 

．． 
1

.

、

1
.
,
1
,
 

．
 

．
 

1

・

・

'

.

•1,'

. 

9

,

9

.

 

．
 

'
-

.

,

．

|
,
1
,
 

ー

，
 

9

,

 

-，＇ 

．
．
．
 

．
．
 

，
1
,
ー
1

—

'
,
1
,

F
 

ー
，
＇
1
,
．
＇

1

.

,

．
 

―-.＇ 

＇
ー
，
1
1

,9

9

 
.. 

—
ヽ
"
'
i
9
.
I
I
'

_
 

'

,

_

1

-

、

．

ー

．

＇

，

．

＇

，

．

．

 

＇， 

．． 

＇ 

-． 

•,9 

•. 

|
＇
ー
1
1
1
1
'
1

.

.
 

|

_

．

|
 

"

1

1

’ー，．

一

1

,

＇．
,

9

 

,
'
ー
ー
．
1
．
I
,
＇
_
—
r
ー
1
,
＇

•
• 

,＇

,

＇

’

J

 

．
ヽ
，
．

,
1

ー

＇ 

/

＇

 

.• 

1

,
.
，

9

9

 

＼
 

、し、ヽ

·
ー
・

1
•

，
 

．． 

.
＇
,
 

，
 

＇ 

．
 

,. 

川
”,
1
1
1
1
ー
’
)
い
，
’
ー
ぃ
I
I
I
I
I
い
：
□
｀
＇
•
9
ー
●
，
．
I

9・ 

＇ 

F
.
,
l
'
,
¥

．
 

• 

，
 

＂ 

*
,
I
t
 

.-19•19,1, 

.
＇
,
．
'
 

・
ー
ー
：

.,．
1
J
 

—•-——",. 

1
9
,
 

,
1
,

．

,

9

1

 

．
 

I

,

'

,

1

'

,

 

i
 

ー

＇

ー

9

ー

1

1

1

,

d

9

;

．．
 

,
．
,
．
‘
'
,
＇
,
 
.• 

9, 
.. 

,. 

,

1

'

 

1

.

'

,

1

.

9

9

ヽ

-1' 

1

.

,

＇
し

，． 

`

’

’

t

l

,

1

1

 

'‘
.
，
．
 

I
I
I
 

•11119•1,9 

.

9

.

 

．．
 
↑
 

．． 

,
、
1

｀
 

＇ 

.

I

,

＇

,

.

，

ー

1

,

1

,

-

、

ー

'
,
 

1

1

ー

1

1

1

,
.
9
¥

’‘_
1
 

＇ 

ー

ー

.• 

,
"
,
1・

999 

,
'
1
'
,
＇ 

,.~. 

.

I

.

'

.

9

9

9
 

．
 

9
 

.• 

9

,

.

 

• 

-

9

1

.

'

,

 

•• 

,
＇
,
 ．
 

•
J­

＿

1
,

ー
；
．
9

-

＇
，

,

'

9

'

.

,

1

 

• 

• 
'
-
．
 

1
，
り
ー
，
1

'

,

 

,
9
_
1
 

1
.
,
1
1
 

_
 

＇ 

．
 

,
1
,

‘
 

．
 

ー

’

|

9

,

9
’,．
9

-

_

 
.•. 

.
 ,

I

I

I

 

―
-

.

.

 

’•I.

‘·’ 

_
 

.

1

-

’

'

,

1

1

,

1

,

＇

ー

-

i

ー

'

,

'

,

」

1

i

l

•9',9,

' 

•• 

，，
i
,
 

．
 

I

I

ー

1

,

1
9
.
 

,

1

9

 

-

9

9

1

 

9

9

,

 

•9 

＇ 

ー

-

9

 

I.-9, 

,' 

＇ 

'
,
．
'
 

'
,
 

r
 

1
,
 ．． 

I
ヽ

9

ー

，

＇

一

'
,
F
,
'
 •• 

,' 

,.,• 

．
 
_

,

＇

,
9
 

,

1

1

9

 

．
 

,
1
 

.,．
 

.‘
 

,＇ 

9
J
1
,
9
 

I

I

 

•.• 

I
 

9
.
|
.
I
リ
ー
，
＇
，
ー
'
1
_

＇

『

ー，．

'
,
1
,

＇
,
•
ー
'

＇ 

・
,
9
,
＇
．
，
ー
•
9, 

.

,

1

,

1
 

．
 

•\I. 

1
1
 

•• 

，
＇
,
1
,
'
，
ヽ

＇ 

.

,

1

'

1

ヽ

'

,

'

’

,

1

,

＇-．

1

_

I

l

!

 

．
 

＇ 

1
1
,
1
’
,
＇
‘
、
・
.
r

9

1

.

 

'

、

-

'

-

9

,

,

'

,

1

,

1

,

＇

,

1

,

＇

,

．

'

,

1

・

ー

1

-

9

9

、
,

1

1

.

,

．
 

＇ 

，

＇

 

',• 

-．,.’●’̂
-
.
 

—-,1,

'-

•. 

I
.
 

，． 

＇ 

¥

．

 

9
ー

9

'
1
.

，-
＇ 

.

.
 ,
9
 

＇ 

,

.

1

.

I

 

．

ー

1

.

9

1

.

I

9

ー
•
―

_
_
 

．
 

'

-

．
 

．
 

,

．

,

 

-

9

-

9

 

．
 

．
 

1

,

 

＇ 

[

I

i

_

1

,

L

I

 

．
 

9

-

で
ー
ー

'
l
i
_
1
ー

9
9
 

冒
｀
、
重•
I

‘
~
・

1
-

―
,
'
,
＇

,
'
し

9
_
1
.

＇

.

 

．
 

9

ー

1

,

J

 

•
I
ー
1
1
1
.
’
ー
＼
卜
1
,
＇
，
1
.
|

ー

＇ 

,
 .. 
，
 

ー

，
 

ー

．
 

-

J

 

,
．
 

~
ー

~
 

ー
・

9

1

1

9

'

,

 

一

＇ 

~
 

'
,
 

．
 

＇ 

0

-

.
,

．
,
1
ー
ー
1
1
.
,
;
~

•. 

ー

9-1

,
 
．． 

1

・

ー

＇

、

一い
爪
：
~
：I
I見~
~
ー(
1
1
1
1
`

」
；I
I
l
I
t
.
1
1
1
1
)

—1
ー1
ー
~



埼玉県深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書 第16集
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1
厄台 遺跡（第3次）

1987 . 3 

埼玉県深谷市教育委員会



序

小台遺跡は、今からT度30年前の昭和32年に、

周辺の畑などから縄文土器片や石器などか出土し

たことかきっかけとなり、初めて学術的な発掘調

在か実施されました。この時に織文時代の住居跡

か発見されたことは、当時としては画期的なでき

事でした。深谷市内だけでも年間数件の発掘調在

を行っている現在を考えますと、まさに隔但の感

かいたします。その後小台遺跡は、昭和53年に道

路建設工事に伴い再び発掘調査か実施され、さら

に昭和56年の深谷市遺跡詳細分布調壺により、市

内でも有数の纏文時代の大遺跡であることか確認

されました。

最近になりまして、小台遺跡の近辺は住宅の増

加か著しくなリ、このたび、個人住宅の建設に伴

い第 3次発掘調任を実施いたしました。当該地に

はいわゆる遺物包含層か形成されており、多数の

縄文土器片や石器か出tしました。その遺物の一

つ一つか悠久の彼方に忘れられていた先人の歴史

を雄弁に物語ってくれます。イキリスの歴史学者、

E. H. カーの「歴史は過去と現在の対話である。」

という言葉は広く知られておりますか、出土した

土器片を手にしますと、まるで先人の心の温もり

か掌に伝わってくるかのごとく思われ、まさしく

自分か過去と対話をしているように感じられます。

そして先人の歴史を現在によりよく生かすために

も、本書か教育や学術の分野などで広く利用され

ることを切に頻ってやみません。

最後に、この発掘調査にあたり深い御理解を示

された土地所有者の清水徳重氏をはじめ、関係者

のみなさまに厚く感謝を申し上げ、序といたしま

す。

昭和62年 3月

深谷市教育委員会

教育長鳥塚恵和男



例ロ

1 . 本書は、個人住宅の建築に伴う、埼玉県深谷市上野台字御屋敷2,334~2 所府遺跡の発掘調査

報告書である。事業名は小台遺跡第 3次発掘調査とした。

2. 発掘調査は、昭和61年度事業として、国及び県の袖助金の交付を受け、深谷市教育委貝会が主

体となり実施した。現地発掘期間は昭和61年11月26日-12月19日で、調査面梢は約300面である。

3. 本書の執筆・編集及び写真撮影は澤出晃越が行った。

4. 図版中の北は、座評化を示している。なお、報文中の遺構に関する数値は、特に断わらないか

ぎり、確認面においてのものである。

5. 石器の材質は、埼玉県立自然史博物館学芸員、本間岳史氏に鑑定していただいた。

6. 出土品は、深谷市教育委貝会が保管している。

7. 本書の作成にあたり、下記の方々から御教示• 御助言を賜わった。

井上肇、小川望、小俣悟

発掘調査の組織

調査主体者深谷市教育委員会教育長 鳥塚恵和男

教育次長堀 輝雄

事務局深谷市教育委員会社会教育課課長飯島光武

課長補佐河田記久平

文化財保設係長 工藤友明

主任小林京子

調査担当者深谷市教育委員会杜会教育課 主事澤出晃越

調査参加者 井上純子、字賀地桂子、大原黎子、加瀬律子、加藤佳f、河合詔子、久米紀子、小沼

和子、佐々木由紀子、里山まり子、鈴木令子、砂田伊久子、須山俊子、滝口知子、玉瀬静枝、都築

百合子、西井れい子、土師澄子、細川ケイ子、松本幸子、水野祥代、本橋玲子、森光代、渡辺哲子
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I 発掘調査に至る経過

埼玉県北部に位慣し、利根川を挟んで群馬県と接する深谷市は、近代日本経済界の偉人、渋沢栄

ーの生地として、また、深谷ネギの産地として知られている。古くは康正 2年 (1456)に上杉房憲

が築いたといわれる深谷城の城下町として、江戸時代には中山道の宿場町として発展した。現在、

人口約90,000人、面積約70km2で、農業生産晶は県内随ーを誇り、工業団地の形成、住宅の増加な

ど、急速に都市化が進行している。

昭和32年、深谷市大字上野台字小台地内において、耕作中に縄文土器片などが発見されたことが

きっかけとなり、同年 3月に深谷市教育委員会により、発掘調査が実施された（註 1)。この結果、

周辺は縄文時代中期後葉～後期初頭の集落跡であることが確認された。昭和53年、小台遺跡内を通

る都市計画街路南大通り線が建設されることになり、同年 8月に深谷市小台遺跡調査団により、発

掘調在か実施された（註 2)。昭和56年、深谷市遺跡詳細分布調査により、小台遺跡の遺物散布範

囲は20ha以上にも及ぶことか確認され、遺跡は従来考えられていたよりもさらに大規模な集落跡で

あることが推定された。

ところで、小台逍跡の一帯の、特に南大通り線の北側は、深谷駅から徒歩約20分の市街化区域で

あり、最近は住宅が増加している。昭和61年10月小台遺跡内の深谷市大字上野台字御屋敷2344番地

2号に、 1[,'il人の住．宅が建設される計画かあることが明らかになった。市教育委員会は11月10日に試

掘調査を行い、攪乱か激しいものの、縄文土器片などの逍物が包蔵されていることを確認した。そ

こで、市教育委貝会は、昭和61年度文化財保存事業として発掘調壺を実施することとし、準備を進

めることになった。

なお、事業名は、上記の経過により小台遺跡第 3次発掘調査とした。

註 1 小沢川平 「深谷市小台逍跡調査報告書」 昭和32年 4月 深谷市教育委員会

註 2 蛭間真ーはか 「小台逍跡」 昭和54年 3月 深谷市小台遺跡調香団

II 遺跡の地理的・歴史的環境

深谷市の地形を概観すると、市の中央部をはぱ東西に走る高崎線付近を境界として、南半を占め

る櫛挽台地と、北半を占める妻沼低地に二分される。櫛挽台地は、競川の作用により形成された、

寄居付近を扇頂として北へ広かる洪柏扇状台地であり、妻沼低地は、利根川の作用により形成され

た沖柏低地である。

櫛挽台地は、西側の武蔵野面に比定される櫛挽面（櫛挽段丘）と、東側の立川面に比定される寄

居面（御稜威ケ原段丘）とで段丘状に形成されている。櫛挽面は、はは高崎線沿いの崖線で比高 5

-20mをもって妻沼低地と接しているが、寄居面は、高崎線より 1.5-1. 8kmはど延びており、比高

2-5mをもって妻沼低地と接している。台地と低地の燒界付近の標高は、櫛挽面が40-50m、寄
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居面が32-35m、妻沼低地が30-35mである。なお、櫛挽面の北東端近〈に第三紀層から成る残丘、

標高98mの仙元山があり、台地北端部の櫛挽面と寄居面の境界付近には、深谷断層という活断層か

確認されている。

小台遺跡は、深谷市大字上野台の東端部、高崎線深谷駅の南約1.2kmにあり、その範囲は20ha以

上に及ぶと推定される、縄文時代中期後半～後期前葉の大遺跡である。櫛挽台地櫛挽面の北東端部

であり、唐沢川により南北に間析された谷沿いで、標高は52-60mである。

深谷由内では、まだ旧石器時代の遺跡は確認されていないが、縄文時代早期• 前期の遺跡は若干

数確認されている。櫛挽台地寄居面の末端部にある東方城跡では、昭和61年 8月-9月の発掘調査

で尖珀器か出土した。

縄文時代中期になると、前畠遺跡、島之上遺跡、出口逍跡（註 1)など、逍跡数は急増する。小

台遣跡を含めこれらの遺跡は、中期後半から後期前葉にかけてのものが多く、櫛挽面の標高70m付

近から北端部にかけての、上唐沢川、押切川、戸田川、唐沢川などにより南北に開析された谷筋に

密集している。こうした状況は、いわゆる扇端湧水に関連するものと理解されている（註 2)。

最近は深谷町遺跡（註 3)など、妻沼低地内でも縄文時代中期以降の遺跡の発見例が増加してい

る。纏文時代の遺跡の分布状況とその原因については、再検討されねばならないであろう。

註 1. 横川好富ほか 「前畠・ 乱之上・ ti',U・芝山」 昭和52年 埼玉県教肯委員会

註 2.柿沼幹夫 「II 立地と環境」 註 1所収

吐 3. 澤出晃越はか 「深谷町遺跡」 昭和60年 3月 深谷市教育委貝会

III 調査の概要

昭和61年11月26日、パワーショベルによる表上の除去から調査を開始した。 27日に粕壺を行った

か、攪乱か激しく、逍構プランが確認できないため、 トレンチを 2条設定して堀り進めることにし

た。 12月8日、調査区の形状に令わせて 4m間隔のグリット杭を設定した。 12月9日、第 1トレン

チ、第 2トレンチの調査により、埋没谷が確認された。埋没谷の底（深さ90-lOOcm)付近には追

物ははとんどなく、確認面から深さ60-70cmにかけての黒褐色土層に織文土器片が含まれており、

いわゆる遣物包含層が形成されていることか確認された。そこで、攪乱の範囲を確認し、残り部分

については第 3I、レンチを設定するのみとした。 12月16日、平板により第 1、第 2トレンチ平面測

量を行った。 12月19日、第 3トレンチ平面の平板測量を行い、調査区全景写真を撮影したうえで第

1、第 2トレンチ間のベルトを崩し、器材を撤収して現地発掘調査を終了した。

出土逍物は、縄文土器と石器である。纏文土器は、はとんどが小破片であり、口縁部から胴部に

かけて復元しえたものが1個休だけあった。いわゆる勝坂式から堀之内式にかけてのものが大半を

占め、わすかに諸磯式のものが含まれていた。石器は、磨製石斧、打製石斧、石鏃などである。

なお、調査区内の攪乱は、昭和40年代の区圃整理事業によるものと推定される。
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W 遺構と出土遺物

1 . 遺構（第 3図）

前述したように、調査区内は攪乱が激し〈、 トレンチを 3条設定しえたのみであり、明確に人為

的な遺構と確認できたのも上坑 2基のみである。全面的に確認面から深さ60-70cmにかけての黒褐

色土層に樋文土器片等が含まれており、いわゆる遺物包含層か形成されている。

0第 1号土拡 第 1トレンチの西隅に位置し、遺物包含層を切って構築されている。大半が調査区

外になるものと息われ、規模等は不明であるが、平面プランは円形を呈するものと思われる。、全体

は揺鉢状を呈し、底は小ピットが 2つ並んだようになっている。確認できる部分での深さは、現地

表面より約160cmである。

0第 2号土坑 第 1トレンチから第 1. 第 2トレンチ間のベルトに跨っており、遣物包含層を切っ

て構築されている。平面プランは径約1.6mの円形状を呈し、深さは約115cmである。全体は揺鉢状

を呈し、底部は丸い。壁の中位に弱い稜を有し、部分的にテラス状になっている。

O埋没谷 第 1トレンチと第 2トレンチを蛇行して横断している。攪乱のため形状は明確ではない

が、輻は 5-6mと思われ、深さは90-115cmである。壁はなだらかで、部分的に弱い稜を有して

いる。下層の明褐色土層には遺物ははとんど含まれていないか、上層～中層の黒褐色土層に、縄文

土器片、石器等か多量に含まれていた。

第 3トレンチ内は、円形状のごく浅い落ち込みは認められたか、明確に土坑とは確認できなかっ

た。全体的に土層中に逍物が包含されていた。西隅のl.OX0.8mはどの長円形状の烙ち込みは土坑

の可能性が高く、第18図78はここより出土したものである。東隅には幅0.7mと1.1mはどの長方形

状の見石状部分か認められたか、人為的な遺梢であるかは不明である。

なお、第 3トレンチの地山は、第 1. 第 2トレンチがローム及び深い部分で砂であったのとは異

なり、砂を含む礫層であった。調査区周辺の旧地形が、かなり起伏に富んでいたことか推定される。

2. 出土遺物（第 5図～第21図）

(1) 出土土器（第 5図～第19図）

0第 1トレンチ出土土器（第 5図 1-第 9図120)

1 -17は、 12・13を除き、いわゆる勝坂式に属するものと名えられる。

1 -6は、刻み目が施された僻線により主体的な文様が描かれたものである。 1は、ヒトテ状を

呈する I]緑部の装飾部分と息われる。径l.8-l.9cmの孔を中心に、刻み目が施された隆線により、

U字状または三日月状の文様か施されている。 2は波状口緑の頂部である。刻み日が施された隆線
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_I( A 
l. 黒褐色土（表土）

2. 黒色土
3. 黒掲色土（ローム料子を含む）
4. 黒色士（ローム料げ、石を含む）
5. 焦色土（ローム粒子を少競含む）
6. 焦褐色士（ローム粒—f を含む）
7. 黒色土（ローム粒了・ブロ J クを含む）

8. 黒褐色土
9. 明褐色土（ローム粒—f を多散に含む）
10. 黄褐色土（ローム粒子を多麓に含む）
11. 明褐色土（ローム粒子を多く含む）
12. 黒褐色土（ローム粒子を少散含む）
13. 明褐色士（ローム粒子を多婿に含む）

.Jl 且

l. 烈褐色土（ロ・・ーム糸,,,r・プロ 9 ク・炭化勁粒-r
スコリアなどを含む）

2. 船総色le
3. II/; 桟色土（ローム粒子をわすかに含む）
4.',I.', 褐色,_(/尭_[ぷ介・スコリアを少屈含む）
5. " (4よ')II/;し'' /~_/-_粒—[·. 炭1ヒ物粒{

ローム粒r-・スコリアを少砒含む）
6. 賠掲色．士（炭化約粒 r- を少恥• ローム粒r-・スコ

リアを含む）
7. " Iローム位f・プロ＇クを多く含む）

'_{:_ ――.. - -――-

8. 集色土（炭化i勿粒—r- . ローム粒—f- . スコリアを少
砧含む）

9. " (8より"名しヽ）
JO. I祈褐色：L l 炭化物粒—f ・ローム拉[· スコリアを

少枯含む）
11. ""褐色」：（ローム粒—f を含む）
12. 患色l一ー（ロ―.Lふ'子を少ii(、スコリアを含む）
13. 叫褐色土（ローLふ¥{・スコリアを含む）
14. Iii(褐色・I・.(砂・ローム粒了・スコリアを含む）
15. I悦乱

_c~ 

---

瓢
-... __ - - --

｀詈鼻瓢7犀犀~疇夢“l, UJ)料包I、．．（ロ ム位 f スコリアを含む） G.'"'J!; 色.I・(炭化物粒 f・ロ～・・ム粒fを少
2. 閑色」；（ローム粒(・ ・スコリアを含む） 屈・スコリアを含む）
:S, 賠褐色I.(炭化物・ ロームふ',:・[・.スコリ 7. ii訂綴包" (ill. し、砂を多fillこ、ローム粒イ

アを含む） ・プロ 9 ク・スコリアを含む）
" . .'!.\色上，炭化物・ローム粒—f ・スコリア ※ 1--1は/'it紅"である口

・fllしヽ 砂を含む）
5 . .'!.', 色I. (2より lサJるしヽ 。口・-ム粒子を少

_Q 凩・スコリアを含む） 旦

1. 楔乱

2. 明褐色:!:. (ロームブロック• 黒色ナ・スコリアを含む）
3. II (ロームお';了・スコリアを含む）

4. 11訂褐色上（ローム粒子・ブロノク・スコリアを含む）

5. II (;}より Iiiりい。ローム粒子・スコリアを含む）

6. :sit掲色土（ロームブロックを多錆に含む）
7. 黒褐色土（炭化物粒―(・ ローム粋了を少絨・スコリア

を少絨含む）

8. II (7より賠い。ローム粒子・スコリアを含む）

9, 賠褐色土（炭化物・ローム粒了• ・スコリアを含む）
JO, II (9 より II名い。炭化物を少屈• ローム粒子・

プロックを含む）

11. 明褐色士（スコリア・石を含む）
12, , 患褐色上（スコリアを含む）
13, 黒色士（焼士・炭化物・スコリアを少枯含む）
14, 焦褐色土（石を少屈含む）
]5, II (14より明る＜、亦っぽい。炭化物・スコリ

アを少址含む）

2m 
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第4図 土層断面図 (1/80)・ 第3トレンチ遺物出土状態 (1/40)
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により、 S字状に蛇行した文様か描かれている。 3・4・6は類部の破片であろう。 3・4は、ロ

縁部直下は無文帯となっている。 6はLの撚糸文が施されている。

7 -10は、口緑部文様帯の主に隆線による区画文様の内側に、縦沈線か充埴されたものなどであ

る。いすれも頸部は無文帯となっている。

11は頸部の破片と思われる。上位は、中央に沈線が施された輻の広い隆線により文様か構成され

ており、下位は斜めの沈線が充培されている。

12・13は、口唇部に沈線が巡り、以下に縦沈線などが充埴されたものである。

14は、竹管状工具による刺突を施した細い波状の隆線か巡り、以下に縦沈線が充埴されている。

15・16は、頸部に隆帯が2条巡り、以下に縦沈線が充埴されている。

17は口緑部の破片と思われる。刻み目か施された隆線による区画内に怜円形状の沈線が描かれ、

その内部に縦沈線か充埴されている。

18-93は、一部不明なものを除き、加曽利E式に属するものと考えられる。

18は、 LR単節の網文のみが施された破片である。口唇部の一部は横転されている。

19-33は、主として隆線により文様が構成された口緑部または類部の破片である。渦巻文・区画

文などか認められる。 30は隆線に刻み目が施されている。 20-21・23-26・28-31・33は縄文を地

文としており、 20のみ LR単節、他は RL単節である。 19・27・32はLの撚糸文を地文としており、

32は左巻と思われる。 28・31は波状口緑である。

34-42は、主として沈線により文様が構成された口緑部または頚部の破片である。渦巻文・区画

文• 平行沈線などが認められる。 36・38・41・42は波状口縁であろう。 35-41は縄文を地文として

おり、 35-38はRL単節、 39はLR単節、 40はL無節である。 3,1はL右巻きと息われる撚糸文か施

されている。

43-59は、胴部に主として隆線が施されたものである。 43-50は揮文を地文とし、 I脩線が畢下し

たものである。 43は3条の亜下する平行沈線も認められる。織文は、 43-50ともに RL単節である。

51は、微隆線と磨消纏文により大ぎな波状の文様か拙かれている。 52は貼付の降線により、梯子状

の文様か施されている。 53は渦巻状の文様などが施されている。羅文は51-53ともに RL単節であ

る。 54-59は撚糸文を地文としたものである。 54は底部であり、推定底径は 9cm弱である。 54・56

-59の撚糸文は L左巻ぎと思われる。

60-72は、胴部に主として沈線が施されたものである。 60-70は縄文を地文とし、平行沈線が垂

下したもの、渦巻状の文様か描かれたものなどである。 70は磨消縄文か施されており、称名寺式の

可能性もある。 69のみ口緑部から頸部にかけての破片である。縄文は、 61・63・67・70はLR単節、

他は RL単節てある。 71は底部であり、推定底径9cmである。垂下する 3条の平行沈線間に矢羽状

の沈線か充取されたものと思われる。 72はL右巻きと思われる撚糸文を地文としている。

73は、 L左巻ぎと思われる細かく深い撚糸文のみが施された胴部破片である。 74はLR単節の細

かい縄文のみが施された底部破片である。底面はナデられており、内面には炭化物が付祈している。

75-79は、頻部に横位の矢羽状の交互刺突文が施されるものなどである。胴部は隆線による区画

内に斜沈線が充唄されている。
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80は、垂下する隆線間に、比較的粗に矢羽状沈線か充埴されたものであろう。

82は、口緑部は無文で、頸部屈曲部にハ字状の交互刺突文か施され、以下に円または渦巻状の集

合沈線文が描かれたものと息われる。

83は頸部に横位の矢羽状の交互刺突文が施されたものとも思われる。横位に隆帯が巡り、それ以

下ははは同間隔て沈線が垂下している。

84-89は、いわゆる条線文士器である。 84は口緑部に沈線と隆線が巡っている。 85は口唇部に平

行沈線が巡っている。 86は、貼付による横位の平行隆線が巡っている。 87は斜めに条線文か施され

ている。 88・89は条線文のみのものである。

90は、無文の浅鉢の口緑部であろう。外面の一部に炭化物が付着している。 91も無文の口緑部で

あるか、孔か2つ並んで通っている。 92は無文の底部である。推定底径10cm強。底面は粗くナデら

れており、内面の調整は粗い。 93はいわゆる有孔鍔付土器の破片である。

94-119は、称名寺式、堀之内式に属するものである。

94-96は、平行沈線と磨消し綱文により、丁字文などが描かれたものであろう。纏文は94はL無

節、 95・96はLR単節である。 96は外面に炭化物が付着している。

97は、細く深い連続刺突か施された隆帯と沈線の間に縄文LR単節か横転されている。

98は、 LI唇部に巡る平行沈線間に、細長い列点が施されている。

99・100は、間に列点が施された平行沈線により、丁字文などが描かれたものであろう。

101-103は沈線のみにより文様か拙かれたものである。 101は、横位に巡る沈線以下に、格子状

の細い沈線か施されている。 103は、平行沈線により丁字状の文様などか拙かれたものであろう。

104は、刻み目か施された隆線の下位、平行沈線が垂下している。

105は波状口緑である。飢部から螺施状の降線が垂下し、口緑に沿った沈線の下には竹管状工具

による刺突か並んでいる。

106は底部に近い破片と思われる。沈線と竹菅状工具による刺突が施されている。

107は、地文は条線文で、平行沈線間に竹管状工具による列点か施されている。

108は、 LI緑頂部の突ii¥部である。中央に径3.5⑳ほどの孔が通り、その上下に刺突が施され、孔

の周囲を 2重の沈線が巡っている。内面は段状となっており、突廿1部分は内側へ彎曲し、平坦な上

面は半円形を呈する。

109は、波状口緑頂部の装飾部分である。孔は 3ケ所通っている。内面に、竹管状工具による刺

突と深い沈線が施されている。

110-113も波状口緑の頂部であろう。 110は、頂部上面が斜めに渦巻状となっており、外面は、

中央に沈線か通る隆線が、刺突を中心に貼り付けられている。 111は、孔を中心に沈線か巡ってい

る。 112は、孔、刺突、沈線により文様か構成されており、下位は 3足状になっている。 113は、頂

部から 6字状の隆線文か施されている。

114-116は、紐状の装飾部分である。 114は、 rflii側面に対応するように刺突が施され、片側に沈

線か施されている。 115・116は同一11翡I体てあろう。沈線と隆線により細かい渦巻文などか施されて

いる。
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第9図 第1トレンチ出土土器(5)(1/ 3) 

117-119はII緑部破片である。 117は、沈線と磨消縄文により幾何学的文様が拙かれたものであ

ろう。縄文は LR単節である。 118は、外反する口緑部は無文で、内1Jhする口唇部外面に沈線が巡

っている。胴部は RL単節の纏文を地文として沈線が施されている。 119は外反する無文の口緑部

で、「I唇部は内仙している。顕部を巡る沈線と、 8'乍状貼付の一部か認められる。

120は時期不明の椀形の士器である。推定口径15.0cm。[]緑部は屈曲して外傾し、体部は丸い。

[)緑部は横ナデ、内面は柚方向のナデ、体部外面は柚方向の削りである。

0第 2トレンチ出土土器（第10図 1-第14図136)

1 -3は訊磯式にJ属するものである。 1・2は縄文RL単節を地文とし、半載竹管による連続爪

形文か施されている。 3も半載竹管による連続爪形文が施されている。

4 -31は、勝坂式または加曽利E式の初如に属するものであろう。

4 -11は、刻み目か施された隆線により主体的な文様かh州かれたものである。 5は頚部か無文俯

一·13~



となるのものであろう。 8は、刻み目か施された隆線による区画内に、さらに間に刻み目か施され

た平行沈線が施されている。 9は、刻み目を施した降線により口縁部と胴部が区画されているもの

と思われる。口縁部は縦沈線か充埴され、胴部には RL単節の縄文が横転されている。

12は、口緑部に付された把手状の装飾部分であろう。両側面とも中央を通る平行沈線の両脇に刻

み目か施されている。

13-19は、口緑部の主として隆線による区画文様の内側に縦沈線が充填されたものである。 13は

隆線に刻み目が施されている。 17は波状口縁であろう。 18は頚部か無文帯となっている。 19は、 2

段に貼り付けられた 2重の隆線が、おそらく頸部に巡っている。

20-24は、平行沈線と上下交互の連続刺突により、小さい波;[:)';_隆線状の文様を施したものである。

20の地文は Lの撚糸文、 21・22は織文RL単節を地文として沈線による文様が描かれている。

25は、頚部に隆線、沈線、刻み目により精緻な文様が施されたものである。 26は、矢羽状の刻み

目か施された隆線が亜下し、縦沈線の間の一部にも矢羽状の刻み目が施されている。 27は、間に刻

み日が施された平行沈線が巡り、口唇部上面は平坦である。

28-31は、口縁部に沈線により密な渦巻文などか描かれたものであろう。 28は、頚部にハ字状の

交互刺突文が施された隆線が巡っている。 29は渦巻文の脇の斜めの平行沈線間に刻み目か施されて

いる。 30・31は渦巻文の直下に刻み日か施された隆線が巡っており、以下は無文である。

32-110は、加曽利E式に属するものと名えられる。

32-56は、主として隆線により文梯か描かれたものである。 32-50は纏文を地文としている。 32

-44は口緑部及び珀部の破片であり、渦巻文、区間i文などが描かれている。 34は口緑部の一部が突

出しており、 38・41は波；1人口緑である。 39は橋状の把手が付されている。 43は頸部に波状の隆線か

巡っている。 42。44は頸部が無文帯となっている。 45-50は隆線または微降線が並下している。綱

文は32かL無節、 33・36・38-42・4,1-49かRL単節、 35・43・50がLR単節である。 51-55は撚

糸文を地文としている。 51は、「I唇部の一部が外側へ突出し、その下に渦巻文に始まるI硲線が乖下

している。 52は口緑部の破片であり、貼付の隆線により渦咎文などが抽かれている。 53-55は隆線

が畢lヽ―したものである。 51-55とともに Lの撚糸文である。 56は、降線による文様内に沈線か充取

されている。

57-74は、主として沈線により文様かtt/1かれた iI緑部または頸部の破片である。 57-72は縄文、

撚糸文などを地文としており、区圃文、渦巻文、波状文、平行沈線などか描かれている。 65は波状

口緑のl孔部であり、上面に渦巻文か施されている。 66・68・70・71は、口唇部に竹管状工具などに

よる列息か巡っている。 72は外側に突出した部分に刻み目が施されている。 57-60・63・64・66-

68・70・72の纏文は RL単節、 61の撚糸文は Lである。 73・74は、沈線のみにより波状文などが励

かれたものである。

75-79は、おそら〈頚部に、矢羽状またはハ字状の交互刺突文が施されたものである。 77は、 JJ[ITJ

部の沈線区画内に縦沈線が充埴されている。 79は隆線間にハ字状の交互刺突を施すことにより、細

い波状隆線のような効呆を生み出している。

80-84は、垂化する陥線または沈線の間に矢羽状の沈線が施されたものである。 81は隆線の一部
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か剥離している。

85-101は、主として沈線により文様が拙かれた胴部の破片である。 85-98は縄文を地文として

いる。 85-90は、渦巻文、平行沈線などか施されている。 85は称名寺式の可能性かある。 91-97は

沈線が垂下したものである。 92・93・95-97は、平行沈線間の縄文が磨り消されている。 97は底部

に近い破片であり、内面に炭化物が付箔している。縄文は、 85・86・94・96かLR単節、 87-93・

95・97・98がRL単節である。 99・100は撚糸文を地文としている。 98はLの撚糸文を地文とし、

波状または平行沈線を密に巡らせている。 100はRの撚糸文を地文とし、沈線及び隆線が垂下して

いる。頚部には沈線及び隆線が巡っている。 101はいわゆる連弧文士器であろう。地文は条線文で

ある。

102・103は無文の口縁部である。ともに浅鉢と思われ、内面はよく研磨されている。 102は口唇

部か若干外側へ肥厚している。 103は口緑部は屈曲して丸みをもった体部へ移行する。

104-106は無文の底部である。 104は推定底径4.5cm強。底面はナデられており、内面の調整は粗

い。 105は底径6.6cm。底部直上でわずかにすばまってから広がる形態を星するものと思われる。底

面はナデられており、内面の調整は粗い。 106は推定底径12cm。かなり広がる器形を呈し、浅鉢の

可能性か腐い。内面は丁寧に調整されているが、底面ははとんど無調整である。

107・108は両耳虚の破片であろう。 107は微隆線により文様が描かれており、縄文が施されてい

るようであるか、器面のI摩滅のためにはっきりしない。 108は直立する無文も「I縁部である。補修

孔か内外面より穿たてている。 109は浅鉢の口緑部であろう。口緑は若f波状を呈するようである。

中央に沈線が通る隆線と刺突により文様か拙かれている。称名ーかとみるべぎかもしれない。 110は

いわゆる有孔鍔付土器である。

111-136は、一部不明なものを除き、称名寺式または堀之内式に）属するものであろう。

113-116は、平行沈線と磨消揮文により文様が描かれたものである。 113は鉤状文が認められる。

縄文はいずれも細かく、 113のみRL単節、他は LR単節である。

117-121・126は、間に列、1,1¥か施された平行沈線により、丁字文などか抽かれたものであろう。

いすれも内血はよく研磨されている。

122・123は沈線のみにより文様か拙かれたものである。 122は外面に炭化物が付筍している。

124は波状口緑の凰部である。 [I緑部は内間している。外伽には沈線による文様が描かれ、 l孔部

内面には刺突と沈線が施されている。

125も波状い緑の頂部であろう。中央に孔が通り、孔の周緑には刺突と沈線か施され、全体は螺

か但；伏となっている。

127は波状口緑の一部である。「l唇部外面には列点と沈線か巡り、内面には波状の据部の刺突よ

り深い沈線が巡っている。

128は[I緑部に付けられた小邸の低状把手である。背面、両側面とも刺突と沈線が施されている。

129は、横位に巡る乎行沈線以下に縦沈線か施されている。 LIH部は外側に粘上紐を貼り付け、

平坦にした[-.面に沈線か巡っている。

130は、且付の小叩J壺形を呈するか、または注t:J土苔いと息われる。耳の外而には沈線が、体部の

~17 -
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外面には竹管状工具による刺突か施されている。

131は波状口緑の頂部である。上面に渦巻文か拙かれ、緑辺は列点と刻み日を施した降線と沈線

か施され、以下には渦巻文などが沈線で描かれている。地文は縄文のようであるが、器面の摩滅の

ためはっきりしない。

132は浅鉢状の形態を呈するものてあろうか。口緑部と体部は沈線により区画されている。口緑

部は山状の部分が並び、孔が通っている。孔の片側にU字状の刺突と沈線が施されている。

133は、頸部に巡る平行沈線上に 8字状の貼付か施されている。

134は注口土器の把手部分の破片である。把手の上面には孔が通り、把手の直下に注口部分があ

る。体部の文様は微隆線で描かれている。

135は、胴部に斜沈線が施されている。内外面とも一錦に炭化物か付着している。

136は浅鉢の屈曲部と息われる。屈曲部には刻み目が施され、その上位には集合沈線による渦巻

状の文様と竹管状工具による刺突か施され、下位は無文である。

0第 3トレンチ出土土器（第15図～第19図78)

1 -5は、勝坂式または加曽利E式初頭に属すると思われるものである。

1・2は、主として刻み目か施された隆線により主体的な文様が1晶かれたものである。 1は、刻

み目が施された区画内に半戟竹管による細い沈線文が描かれている。 2は、矢羽状の刻み目が施さ

れた隆線による区画内に沈線が充埴されている。 3は、口緑部の隆線による区画内に縦沈線か充眼

されている。 4は、頸部に巡る隆線の」ー・位には斜めの沈線が充損され、下位には櫛状工具 (7条 1

組）による条線が施されている。 5は―Ji.領ケ台式の可能性がある。

5 -52は、加薗利E式に属すると考えられるものである。

5 -21は、主として降線により文様が拙かれたものである。 5-12は口緑部の破片である。降線

による区圃文、波状文、柚S字状文や、沈線による渦巻文などが認められる。 8・12は波状[I緑で

ある。 6-9は縄文を地文としている。縞文は、 6がLR単節、 7・9かRL単節である。 10・11

はしの撚糸文を地文としている。 12は区圃内に斜めの沈線か允狙されている。なお、 20のIJ緑部は

沈線か煽文かはっぎりしない。 13-19・21は、伽l部の破片である。 13-16は縄文を地文としている。

14は3条の隆線により渦巻文が描かれている。 15は微I硲線による文様。 16は隆線が咀下している。

15・16とも隆線間は磨消されている。 17・18はLの撚糸文を地文としている。 21は、隆線間に欠羽

斗犬の沈線が充岨されている。

21-45は、主として沈線により文様が抽かれたものである。 22-30は口緑部の破片である。区圃

文、渦巻文、平行沈線などが拙かれている。 22・25・28は波状口緑。 26は半戟竹管による文様。 27

は口唇部に列点が施されている。 23-30は縄文を地文としており、 23-25・27・29・30はRL単節、

26・28はLR単節である。 31は沈線のみによる文様。 32-38は）側部の破片である。頚部に巡る平行

沈線、渦巻文、亜下する沈線などが認められる。 32-34・36・37はRL単節の縄文を、 38は撚糸文

を地文としている。 39・41・43は、 II緑部の区訓内に縦沈線か充損されている。 41は式部以下は L

の撚糸文、 43は粕部か無文4作となっている。 40は椛位に巡る隆線の下位に沈線か充埴されている。

20 
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42は垂下する隆線間に矢羽状の沈線か充埴されている。 44は、沈線による区画内に沈線が方法を違

えて充埴されている。 45は刺突、矢羽状の刻み目などで文様が描かれている。

46・47は、頸部に横位の矢羽状交互刺突文が施されたものと息われる。

48は撚糸文のみのものである。撚糸は L左巻きと思われる。 49は条線文のみのものである。 50は

浅鉢の屈曲部であろう。刻み目と降線が施されている。 51・52は底部である。 51は推定底径7.5cm

弱。外面は L右巻きの撚糸文か施されており、内面の一部に炭化物付着。底面は粗くナデられてい

る。 52は底径7.5cm。底面はよくナデられている。

53-78は、一部不明なものを除き、称名寺式または堀之内式と考えられるものである。

53・54は、平行沈線と磨消縄文により文様か構成されたものである。いずれも織文は細かい LR

単節である。 54の底部は、底径4.9cm、器面は摩滅か激しく、纏文はあまりはっきりしない。

55-57は、間に列点か施された平行沈線などにより、文様が描かれたものである。 55は外面に炭

化物が付着している。 56は、鉤状文の一部と思われる。

58-62は、沈線のみにより文様が描かれたものである。 58は波状口縁である。頂部に孔が通り、

内曲したい唇部外面には刺突と沈線が施されている。胴部外面には平行沈線による文様か描かれて

いる。 59・60は波状口緑の一部であろう。いずれも内曲した口緑部である。 60は、口緑部に沿って

刺突間を結ぶ沈線が施されている。 61はおそらく 3条1組の沈線が垂下したものであろう。 62は、

横位に巡る沈線の下位に、縦の沈線が充埴されている。

63-65は波状口緑のJ且部である。 63は、緑辺に渦巻文を伴った 2重の沈線が施され、中央に孔が

迎っている。 64・65は橋状把手状となったものである。いずれも口唇部は内曲し、―頂部の内面は、

中央に孔を配し、周緑に刺突及び沈線を施している。 65は側面にも刺突と沈線が施され、上位にも

孔が通っている。

66は、橋状把手状の部分か付けられていたようである。 /Ji,;)部は隆線と沈線により渦巻状の文様か

拙かれていたものと思われる。

67は、 Hlri)部に浅い縦の沈線か充埴されている。

68-71は、刻み目または刺突か施された隆線か亜下したものである。 68は口唇部にも刻み目が施

されており、地文は RL単節の綱文である。 69は、平行沈線と磨消縄文による文様が描かれている

が、摩滅のために縄文ははっきりしない。 70は平行沈線による文梯かHliかれている。 71の地文は縄

文であるか、摩減のためにはっきりしない。

72は、頒部を巡る平行沈線上に、刺突が施された隆線やボタン状の廿古付が施されている。地文は

細かい縄文であるが、撚りははっきりしない。

73-75は、沈線による文様間に刺突が充埴されたものである。 74は刻み日か施された隆線か巡っ

ている。

76は、口緑部かはは直角に内廿l!し、その上面に、間に 2列の列点を描いた平行沈線か施されてい

る。休部外而は無文で、一部に炭化物が付府している。

77は、口径は小さいものと推定される。比較的大きい孔が2つ並んで通っており、平坦な口唇部

直下と孔の周囲に沈線か巡っている。器台の可能性もあろう。

- 23 -
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第18図 第3トレンチ出土土器(4)(1/ 4) 

78は、出土上器の中で唯ーロ緑部か

ら胴部まで復元しえたもので、口緑部

から頚部までは全周している。 !J[iij部最

大径16.5cm、残存高24.5cm。65のよう

な橋状把手状の頂部か 1つ付けられて

いる。この頂部は、側面に孔か 2つ通

っており、内面は盲孔とその周間に刺

突と沈線が施されている。口縁部は内

曲しており、実測図の正面は波状口縁、

背面は平緑となっている。実測図中央

の波状頂部直下には小さい孔が通って

いる。頸部には平行沈線が巡り、 8字

状貼付文が4単位で施されている。胴

部は、両端がボタン状に降起した C字

状と逆C字状を組み合わせた文様が8

字状貼付文に対応して 4単位で描かれ、

その間をやはり 1測端かボタン状に隆起

した斜めの沈線でつないでいる。拓影

図中の直線はい緑部の文様と頸部以下

の文梯の対応関係を7J〈したものである。

柚状把手状のJ且部や、口緑部波状部分

外面（半緑部分外面は無文）、胴部の

両端かホタン状に隆起した文様など、

この」：器の文様は、 2つの刺突を結ぶ

沈線を主要要素として柚成されている。

なおこの土器は、第 3トレンチ西隅の

土坑状の部分より出土したものである。

0グリッド出土及び表面採集土器

（第19図 1-23) 

1は、横位に矢羽状の交互刺突文か

巡り、沈線による区画内に縦沈線が充

埴されている。

2は、 6つの刺突が施され、深い沈

線か渦巻状に施されている。

3 -15は、一部不明なものを除き、

--26 -
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加曽利E式に属するものと考えられる。

3 - 6は口緑部の破片である。 3は隆線と沈線を組み合わせて渦巻文などを拙いている。 4は微

隆線により文様が描かれている。蠅文は LR単節で、微降線の間は磨消されている。 5は隆線によ

り区画文ないし横S字状文が描かれている。区画内は RL単節の縄文である。 6は口緑部に LR単

節の縄文を地文として細い沈線と隆線か巡っている。頸部は無文である。

7は横位に巡る隆線以下に RL単節の縄文が施されている。 8は隆線が平行して垂下しているが、

一部剥離している。地文は RL単節の綱文。

9はLの撚糸文を地文とした口緑部の破片である。隆線により文様か描かれているか、隆線の一

部は剥離している。

10は条線文を地文とした胴部の破片。隆線による文様か施されている。

11は横位の 2列以上の刺突文の下位に浅い沈線が施されている。

12は平行降線による文様内に沈線が充埴されている。

13は隆線と沈線による文様内に浅い刺突か充埴されている。

14は合付土器の脚部である。推定底径6.5cm強。文様は正背面で対称的になっている。降線と沈

線による逆放物線状の文椋の内側に孔が通っている。）JI叶部には Lの撚糸文か施されていたようであ

る。

15は没鉢の屈曲部と思われる。屈曲部の隆線に刻み目か施され、口緑部には RL単節の縄文か施

されている。

16も浅鉢の屈北部であろう。）出仙部に刻み目を施し、口緑部には縦沈線の充眼などか行われてい

るようである。

17-23は、称名寺式または堀之内式と考えられるものである。

17-19は、間に列点か施された平行沈線による J字状などか描かれたものであろう。

20は、 RL単節の織文を地文とし、沈線による文様がi・贔かれている。連続する蕨手状の文様など

が認められる。

21は口緑部の低状把手である。波状LI緑の川部をなすものと思われる。把手の外面は沈線による

文様が拙かれ、把手の下部にも孔が通っている。

22も口緑部の橋状把手であり、波状口緑の頂部をなすものと思われる。外面には刺突と沈線が施

され、内面にも孔が通っている。

23は没鉢か注口土器の屈廿h部であろう。屈由部の上位に沈線による簡単な文様か描かれている。

~28 -・・ 



(2) 出土石器（第20図• 第21図）

0第 1トレンチ出土石器（第20図 1-4、第21図11-17)

1 . 凹基無茎の石鏃である。長さ2.1cm、幅2.0cm、厚さ0.6cm、重さ l.Og。基部の挟入は深く髯曲

しており、逆刺 先端はやや丸い。石質は黒色チャートである。

2. 凹悲無茎の石鏃である。長さ2.0cm、幅1.5cm、厚さ0.45cm、重さ0.5 g。調整はごく細かく、

片方の逆刺先端部を欠損している。石質は黒耀石である。

3. 平基無茎の小型の石鏃である。長さ 1.1cm、輻1.1cm、厚さ0.4cm、重各0.2g。正三角形状を呈

し、基部はわずかに内曲している。石質は灰色チャートである。

4. 凹基無茎の石鏃である。逆刺を欠損している。残存部分の、長さ2.0cm、幅1.1cm、厚さ0.4cm、

重さ0.45g。逆刺はやや長かったものと息われる。図の背面は一回の剥離の後、周緑に細かい調

格を加えている。石質は灰色チャートである。

11. 打製石斧である。長さ 10.1cm、刃幅6.6cm、厚さ2.2cm、重さ 112.4g。撥形を呈する。図の背

面の一部（頭部に近い最も厚部分及び刃部）に原礫面が残されている。石質はホルンフェルスで

ある。

12. 打製石斧である。長さ 11.3cm、刃幅5.1cm、厚さ1.6cm、重さ92.3 g。刃部は使用痕が認められ、

やや丸くなっている。石質は砂質頁岩である。

13. 打製石斧である。長さ9.9cm、刃輻5.0cm、厚さ2.3cm、重さ74.7 g。刃部、側辺など周緑が細

かく調焙されている。図の背面は、 1回の糾離の後、周緑に細かい訊枕各が加えられている。 {i質

は細粒のi疑灰岩である。

14. 打製石斧である。長さ9.6cm、刃ljl蘭4.5cm、厚さ 1.7cm、重さ97.1 g。図の背面，中央部に原礫面

が残されている。石質はホルンフェルスである。

15. 打製爪斧である。長さ 10.4cm、刃1J1晶5.0cm、)厚さ1.7cm、重さ85.5 g。珀部の布側を欠担してい

る。図の背面は、 1回の剥離の後、周緑に調謄を加えている。石質は安山岩である。

16. 打製石斧である。 L文さ8.6cm、メJ1J1柏4.4cm、厚さ1.9cm、爪さ77.4 g。図の背面は、 1 [川の糾離

の後、周緑に調棺が加えられている。石質は砂岩である。

訊縦叩の石匙であろう。つまみの部分か欠担しているものと思われる。残存部分の長さ8.3cm、

輻4.lcm、厚さ1.6cm、厨さ5.0 g。側而から見ると阿曲した形態を呈している。固緑の調整は正

背面ともかなり細かい。石質は安山岩である。

0第 2トレンチ出土石器（第20図、第21図18-20)

7. 磨石である。長さ 11.5cm、幅5.4cm、厚さ5.0cm、重さ529g。長円形の自然石が用いられてい

る。図の正背面とも、 2つの長円形の凹みが並んでいる。石質は角閃ゎ安山岩である。

鳳靡製石斧である。刃部を欠拍している。残存部分の、長さ8.2cm、111柏3.7cm、原さ 1.7cm、重さ

83. 7 g。表面は丁寧に磨かれており、側面及び頭部は平坦に而取りかなされ、横断面は長方形状

を呈する。石質は角閃岩である。

―-29 -
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19. 打製石斧である。頭部の一部を欠損している。長さ9.9cm、刃幅6.8cm、厚さ 1.9cm、重さ122.0

g。分銅形を呈する。図の背面は凸面となっている。表面は風化が激し〈、剥離の状況はやや不

明瞭である。石質はホルンフェルスである。

20, 打製石斧である。約 3分の 1を欠損している。残存部分の長さ7.lcm、刃幅7.5cm、厚さ 1.9cm、

重さ119.1 g。分銅形を呈する。図の正背面とも（特に背面は 2分の 1以上）に原礫面が残され

ており、かなり平たい自然石が用いられたものと息われる。石質は安山岩である。

0第 3トレンチ出土石器（第20図 5・6・8・9、第21図21-26、第22図27)

5. 凹晶無茎の石鏃である。先端部をわすかに欠損している。長さ2.5cm、幅2.0cm、厚さ0.5cm、

重さ0.9g。石質は頁岩である。 ． 

6. 石錐であろう。長さ3.0cm、幅1.0cm、厚さ0.45cm、重さ1.3 g。全体はかなり磨耗しており、

頭部は欠招しているのかははっきりしない。剥離の状況もやや不明瞭である。石質はホルンフェ

ルスである。

8. 磨石である。 2分の 1弱を欠損しているものと思われる。残存部分の、長さ 10.3cm、輻8.5cm、

原さ4.0cm、重さ592g。上下面ともよく使用されており、浅い凹みが施されている。側面は敲打

により調整されている。石質は輝石安山岩である。

9. 石皿である。残存部分の、長さ11.1cm、輻9.7cm、高さ6.2cm、重さ596g。方形を呈するもの

と思われる。周堤部から内面底へはなめらかに移行し、内面底はJill状を呈する。底而は蜂の巣状

になっている。石質はスコリア質の輝石安山岩である。

21. 打製石斧である。長さ10.1cm、刃幅4.6cm、厚さ 1.8cm、重さ 108.9 g。両側辺はわすかに内曲

しており、両端の刃部は細かく調賂されている。図の背面にはなめらかな原礫面が残されている。

石質は細粒のI疑灰岩である。

22. 打製石斧である。長さ9.4cm、刃幅5.0cm、厚さ2.1cm、重さ 105.7 g。r1lij側辺はわずかに内iltlし

ている。図の背面は大半か原礫面で、周緑力叶恥各されている。石質は砂岩である。

23. 打製石斧である。長さ 10.6cm、刃輻5.0cm、I厚さ2.1cm、重さ 120.7 g。「1lij側辺はごくわずかに

内1111している。図の下端刃邸背面にも原礫面か残されており、かなり平たい自然石が用いられた

ものと息われる。石質は千枚岩質の砂岩である。

24. 打製石斧である。長さ 10.8cm、メJ輻4.6cm、厚さ1.9cm、重さ 111.6g。向って左側辺は特に細

かく調整されている。図の背血の調整は比較的粗〈、下端刃部背面には自然面か残されている。

石質は頁岩である。

25. 打製石斧である。長さ11.3cm、刃輻5.0cm、)厚さ 1.8cm、重さ117.8g。表而は風化によりやや

磨耗している。石質はホルンフェルスである。

26. 打製石斧である。長さ9.1cm、刃輻5.lcm、厚さ 1.2cm、車さ61.8g。図の背而ははとんどが自

然面で、周緑に細かい調賂か加えられている。石質は砂岩である。

27. 打製石斧である。長さ11.9cm、}Jill拍4.0cm、厚さ2.0cm、重さ 130.7 g。知冊形を星する。図の

背面上部にわすかに原礫面が残されている。周緑部の調整は比較的細かいが、刃部は厚く、表面
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第21図 出土石器(2)(1 / 3) 
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第22図出土石器(3)(1/ 3) 

は比較的凹凸が激しい。石質は粗粒砂岩である。

0グリッド出土及び表面採集石器（第20図10、第22図28)

10. 磨石である。 3分の 1-2分の 1程度を欠損しているものと息われる。残存部分の、長さ

9.6crr八 111訊7.7cm、厚さ3.4cm、重さ389.5 g。上下面ともよく使用されており、側面は敲打により

平田に調杞されている。加熱を受け、赤変している。石質は細粒砂岩である。

28. 磨製石斧である。姐部を欠担している。残存部分の長さ8.0cm、刃訓晶4.9cm、厚さ2.5cm、重さ

172. 6 g。表廿ciは［寧に磨かれておリ、図の背面が彎仙している。側而は比較的細い面取りがな

されており、横断面は長円形状を呈する。刃部は正背面とも細かい調整糾離が施されている。

石質は玄式岩質の粗粒i疑灰岩である。
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V まとめにかえて

調査区は、おそら〈昭和40年代の区画整理の際にかなりの攪乱を受けており、 トレンチ 3条のみ

の発掘調査となった。幅 5mはどの小規松な埋没谷とその上層に遺物包含層を確認しえたか、明確

に人為的遺構と確認できたものはほとんどなかった。第19図78か出土した第 3トレンチの東限は土

坑の可能性かあるが、はっきりとは確認できなかった。ナンバーを付した 2基の土坑は、いずれも

逍物包含層形成以後のものてある。

調査区内は、確認面から深さ60-70cmはどの焦色土層及び黒褐色土層か、縄文時代中期～後期の

遺物包含層となっていた。この包含層は埋没谷を中心に形成されていたものと息われる。出土した

土器片は勝坂式末～堀之内式のものかはとんどを占め、ごく微量ながら諸磯式のものも散見された。

坪没谷の底近くからは遺物ははとんど出土していない。また、遣物包含層の状況は、層位的なもの

ではなく、各翡'!式の土器片などかはとんど無秋序に混入していた。したがって、埋没谷が30-40cm

はど埋まってから、凱に周辺に形成されていた集格跡から、土などの移動とともに土器片や石器な

どが流入埋没し、遺物包含層ができあがったものと考えられる。

今回の発枷調査区は、昭和53年度の発掘調査区とは50m余りしか隔たっていない。出土追物の内

容ははとんど同様であるか、 53年度の調査では坪没谷等は検出されていないようである。今回検出

された埋没谷は小規殷なものであり、かなり蛇行しているようである。この付近の地形か、以前は

かなり起伏に富んでいた可能性かある。

出土遣物はコンテナ (545X 336 X 150mm) 26粕に及ふか、遣物包含層という性格のため、小破片

がはとんどである。このため、箪者の浅学も手伝って、報文中の土器分類府にはかなりの不1/Hiかあ

ったものと息われる。末第ながら、記して御容放を乞う次第である。
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写真図版



図版1

--~ 
1 . 発掘調芥区全尿（西北より）
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図版2
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図版4

． 一
7. 第 1トレンチ出土土器
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図版5

8. 第2トレンチ出土土器
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図版6

9. 第3トレンチ出土土器
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図版7
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10. グリッド出土、表面採集土器
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11. 出土石器 (1)
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図版8
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12. 出土::/,-器 (2)

巳

13. 出土石器 (3)
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正誤表
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p 5 ! 調査区全測図 c1/160) I調査区全測図 (1/120)
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